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岡元林道から
見た日の出と
鹿屋市街地

寅寅

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

20102010

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
鹿
屋
市
は
、
世
界
同

時
不
況
の
あ
お
り
に
よ
り
、
地

場
企
業
の
倒
産
や
雇
用
環
境
の

悪
化
な
ど
の
大
き
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
に
な

い
厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
建
設
工
事
の
前
倒
し
等
に

よ
る
地
元
産
業
へ
の
対
策
や
企

業
等
の
離
職
者
を
対
象
と
し
た

緊
急
雇
用
対
策
な
ど
、
国
の
緊

急
経
済
対
策
等
に
呼
応
し
な
が

ら
市
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
施
策

等
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
政
運

営
の
羅
針
盤
で
あ
る
鹿
屋
市
総

合
計
画
の
将
来
都
市
像
"ひ
と
・

ま
ち
・
産
業
が
躍
動
す
る
「
健

康
・
交
流
都
市　

か
の
や
」
‶の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
様

と
の
協
働
の
も
と
、
地
域
の
資

源
、
特
性
を
生
か
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
と
、
安
全
で
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
国
内
で
は
46

年
ぶ
り
と
な
る
皆
既
日
食
に

併
せ
て
「
輝
北
天
体
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９
in
か
の
や
」
を
開
催

し
た
こ
と
や
、「
か
の
や
ば
ら
祭

り
２
０
０
９
秋
」
の
開
催
期
間

中
に
県
内
外
で
も
有
数
の
観
光

施
設
と
し
て
定
着
し
た
「
か
の

や
ば
ら
園
」
が
平
成
18
年
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
以
来
、
入
園

者
50
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
の

ほ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に

採
用
さ
れ
て
い
な
い
種
目
の
世

界
大
会
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
ズ
で
、
鹿
屋
市
在
住
の
浅
井

未み

く来
選
手
が
水
上
ス
ポ
ー
ツ
の

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
女
子
の
部
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
し
た
こ
と
は
、
市

民
の
皆
様
に
勇
気
と
感
動
を
与

え
る
と
と
も
に
、「
健
康
・
交
流

都
市　

か
の
や
」
を
広
く
内
外

に
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
生
産

体
制
の
強
化
な
ど
、
強
い
産
業

構
造
の
構
築
と
雇
用
の
創
出
を

進
め
る
と
と
も
に
、
九
州
新
幹

線
の
全
線
開
業
効
果
を
地
域
に

導
入
す
る
た
め
の
鹿
児
島
中
央

駅
〜
鹿
屋
間
の
直
行
バ
ス
の
運

行
開
始
な
ど
、
交
流
人
口
の
増

加
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
組
に
加
え
て
、
救
急

医
療
体
制
等
の
充
実
・
確
保
に

よ
る
安
全
・
安
心
な
生
活
の
確

保
な
ど
、
大
隅
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
町
内
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
、

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
や
人

づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
分
野
で

活
動
を
主
体
的
に
行
う
「
共
生
・

協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
厳
し

い
社
会
経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ

て
、
市
政
を
停
滞
す
る
こ
と
な

く
運
営
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

ご
協
力
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
制
度
創
設
２
年
目

を
迎
え
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
に
お
い
て
は
、
多
く
の
郷

土
出
身
者
の
皆
様
か
ら
、
ふ
る

さ
と
鹿
屋
を
想
う
気
持
ち
を
寄

附
と
い
う
形
で
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い

飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  

鹿
屋
市
長　

山
下　

栄

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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市 民 税 43 億 7,837 万円 43.3％
固定資産税 43 億 7,971 万円 43.3％
軽自動車税 2 億 6,260 万円 2.6％
市たばこ税 6 億 1,754 万円 6.1％
都市計画税 4 億 6,705 万円 4.7％

 ■鹿屋市一般会計歳出決算の性質別内訳
鹿屋市の平成 20 年度一般会計歳出決算を性質別で見ると以下のようになります。

会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A － B）
国民健康保険事業 12,080,205 11,948,269 131,936
老人保健 1,084,164 1,087,740 △ 3,576
後期高齢者医療 908,279 897,442 10,837
介護保険事業 8,057,172 7,862,893 194,279
公共下水道事業 2,128,945 2,088,581 40,364

会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A － B）
下水道 41,912 40,127 1,785
輝北簡易水道事業 76,103 73,125 2,978
立小野簡易水道事業 2,477 1,412 1,065

合　　計 24,379,257 23,999,589 379,668

※老人保健特別会計の差引△ 3,576 千円は、国の制度により、翌年度精算される仕組みとなっており、不足分は平成 21 年度
に補てんされます。

（単位：千円） （単位：千円）
特別会計

平成20年度鹿屋市決算の概要をお知らせします特集

民生費
125 億 6,574 万円
（33.3％）

公債費
59 億 5,301 万円
（15.8％）

総務費
41 億 6,136 万円
（11.0％）

消防費ほか
34 億 5,205 万円
（9.2％）

教育費
39 億 791 万円
（10.4％）

土木費
29 億 5,779 万円
（7.8％）

農林水産業費
24 億 4,600 万円
（6.5％）

衛生費
22 億 6,359 万円
（6.0％）

一般会計歳出
377億745万円
（100.0％）

消防設備の整備や産業振興などにかかる費用
◆地下壕対策事業
◆地域産業活動支援事業
◆商工業活性化推進事業
◆ばらを活かしたまちづくり推進事業など

保健衛生やゴミ処理などにかかる費用
◆健康診査事業
◆各種予防事業
◆小型合併浄化槽設置整備事業
◆ごみ収集委託事業など

農道整備や農林水産業振興などにかか
る費用
◆土地改良施設整備事業
◆バイオマス利活用施設整備事業
◆森林整備地域活動支援事業
◆畜産担い手育成総合整備事業など

道路や公営住宅などの管理・整備に
かかる費用
◆足元道路・幹線道路整備事業
◆市営住宅建替・改善事業
◆公園維持管理・整備経費など

学校施設の維持管理・整備や学校教育及び
生涯学習などにかかる費用
◆学校施設耐震化事業
◆学校給食センター整備事業
◆芸術文化学習プラザ管理経費など

地域振興などにかかる費用
◆町内会関係経費
◆交通安全対策事業
◆総合交通対策事業
◆男女共同参画推進事業など

過去の借入金の返済にかかる費用
（プリンセスかのや債の経費を含む）
◆元金償還
◆利子償還

高齢者福祉、医療、保育費などの費用
◆障害者自立支援給付事業
◆生活保護事業
◆高齢者等訪問給食サービス事業
◆乳幼児医療費助成事業
◆次世代育成支援対策事業など

 ■鹿屋市の主な財政指標
平成 20 年度 平成 19 年度

①財政力指数 0.49 0.49
　標準財政規模（千円） 24,187,617 22,778,120
　基準財政収入額（千円） 9,049,257 9,350,919
　基準財政需要額（千円） 18,986,920 18,483,414
　経常一般財源収入額（千円） 23,479,564 22,748,035
②経常収支比率（％） 93.4 95.1
③起債制限比率（％）（３か年平均） 11.4 10.9

①財政力指数
　 　地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方交

付税法の規定により算定された基準財政需要額で基
準財政収入額を除して得た数値の過去３年間の平均
値をいい、一般的に「１」に近いほど、さらに「１」
を超えるほど財政力が強いとされています。

②経常収支比率
　 　財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標

で、歳出の経常的経費に充当された一般財源等が歳
入の経常一般財源等に占める割合で、70％～ 80％
が標準的とされ、比率が低いほど財政構造に弾力性
があるといわれています。

③起債制限比率
　 　地方債の発行制限にかかる指標で、地方公共団体

が支出した公債費の財源として使用した一般財源の
額の標準財政規模に対する割合を示したものです。

　　20％を超えると一部の地方債発行が制限されま
　す。

平
成
20
年
度
鹿
屋
市
決
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

※ 上記の表は平成 20 年度地方財政状況調査の性質別分類に基づき作成していますので、上の円グラフと金額が合わない項目が一
部あります。

一般会計歳入
390億5,309万円
（100.0％）

自主財源
143 億 2,690 万円
（36.7％）

市税
101 億 527 万円
（25.9％）

依存財源
247 億 2,619 万円
（63.3％）

繰入金
9億 5,856 万円
（2.5％）

繰越金
12 億 7,063 万円
（3.2％）

使用料・手数料
8億 2,340 万円
（2.1％）
諸収入

4億 3,281 万円
（1.1％）

分担金・負担金
6億 1,805 万円
（1.6％）

その他の自主財源
1億 1,818 万円
（0.3％）

地方交付税
129 億 3,887 万円
（33.1％）

国庫支出金
45 億 5,567 万円
（11.7％）

市債
26 億 3,750 万円
（6.7％）

県支出金
24 億 6,052 万円
（6.3％）

地方消費税交付金
8億 8,703 万円
（2.3％）

地方譲与税
5億 9,672 万円
（1.5％）

その他の依存財源
6億 4,988 万円
（1.7％）

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
が
、
市

議
会
12
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
財
政
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
６

区　　分 平成 20 年度 平成 19 年度
決算額（Ｂ）

決算額増減
（A）－（B）決算額（A） 構成比

義務的経費

人 件 費 7,833,093 20.8 8,111,022 △ 277,929
扶 助 費 7,679,524 20.4 7,444,918 234,606
公 債 費 6,089,994 16.1 5,406,150 683,844
小　　計 21,602,611 57.3 20,962,090 640,521

投資的経費
普通建設事業費 2,908,384 7.7 4,241,920 △ 1,333,536
災害復旧事業費 67,748 0.2 163,097 △ 95,349
小　　計 2,976,132 7.9 4,405,017 △ 1,428,885

その他経費

物 件 費 4,265,351 11.3 4,717,883 △ 452,532
維 持 補 修 費 193,734 0.5 244,614 △ 50,880
補 助 費 等 3,001,063 7.9 3,016,401 △ 15,338
積 立 金 1,384,221 3.7 978,647 405,574
投資及び出資金 7,150 0.0 2,200 4,950
貸 付 金 63,908 0.2 68,282 △ 4,374
繰 出 金 4,213,278 11.2 3,795,601 417,677
小　　計 13,128,705 34.8 12,823,628 305,077

合　　計 37,707,448 100.0 38,190,735 △ 483,287

（単位：千円・％）

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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 ■「健全化判断比率」と「資金不足比率」について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成 20 年 4 月から一部施行され、この法律に基づき、
地方公共団体は、平成 19 年度決算から毎年度健全化判断比率等（実質的な赤字や実質的な将来負担等
に係る指標【健全化判断比率】と公営企業の資金不足率【資金不足率】）を公表することになりました。
　鹿屋市の平成 20 年度の健全化判断比率及び資金不足比率は以下のとおりで、いずれも国の定める基
準を超える数値はなく、財政状況は「健全段階」にあると判定されています。

①　健全化判断比率（一般会計等各会計決算）

区　　　分 鹿　屋　市 国の定める基準
早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 －  12.14 20.00
連結実質赤字比率 －  17.14 40.00
実質公債費比率 12.10  25.00 35.00
将来負担比率 87.70 350.00

　※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

②　資金不足比率（公営企業会計決算）

区　　　　　分 鹿　屋　市 国の定める基準
財政再生基準

水道会計 －

20.00
公共下水道事業特別会計 －
下水道（農業集落排水事業）特別会計 －
輝北簡易水道事業特別会計 －
立小野簡易水道事業特別会計 －

（単位：％）

（単位：％）

　※資金不足額がないため、「－」と表示しています。

 ■都市計画税の使われ方
　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業又は土地区画整理法に基づいて行う土地区
画整理事業の費用に充てるため、都市計画区域内の土地や家屋の所有者に対して課税される目的税で
す。
　平成 20 年度の都市計画税の決算額は、4 億 6,705 万円で、主に下水道整備事業費や街路整備事業費、
そしてこれらの事業のため過年度に借りた市債の償還金の財源の一部として活用されています。

平成20年度鹿屋市決算の概要をお知らせします特集

都市計画税が使われている事業 左グラフの財源内訳

下水道事業
5億 5,776 万円
（23.5％）

街路事業
1,720 万円（0.7％）

地方債償還費
17 億 9,849 万円
（75.8％）

総額
23億7,345万円
（100.0％）

負担金その他
8,055 万円
（3.4％）

都市計画税
4億 6,705 万円
（19.7％）

国・県支出金
2億 4,435 万円
（10.3％）

地方債
10 億 4,540 万円
（44.0％）

一般財源
5億 3,610 万円
（22.6％）

総額
23億7,345万円
（100.0％）

　

現
在
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
流
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
こ
れ
に
加
え
て
「
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
も
「
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
も
、
感
染
の
予
防
方
法
は
基
本
的
に

同
じ
で
す
。
引
き
続
き
、「
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行
す
る
」「
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
」
な
ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
順
次
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
で
き
る
医
療
機
関

な
ど
の
最
新
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
市
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
】
市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４-
41-
２
１
１
０

健康成人（優先接種対象者以外）へのワクチン接種について
　国は、接種回数の見直しなどにより、健康成人への見通しが立ったことか
ら、健康成人についても接種を進めていくこととしています。
　輸入ワクチンの状況などを踏まえたうえで、今後、接種開始時期などを示
す予定です。

※１　優先接種対象者のうち、身体上の理由により受けられない者の保護者等を含む
※２　�優先接種対象者のうち、身体上の理由により受けられない者の保護者等については、

「優先接種対象者証明書」と「各種健康保険被保険者証」か「住民票」
※３　医師が必要と認めた人：２回接種
※４　基礎疾患のない高齢者については、個人通知は行いません。

シ
リ
ー
ズ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
⑤ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　  ワクチンの接種開始日・接種回数等
　◆�下表は、平成 22年１月５日現在の情報です。

対象者
予約に
関する
相談日

接　種
開始日

接種
回数

接種を受ける際に
必要な書類

優

先

接

種

者

インフルエンザ患者
の治療に直接従事す
る 医 療 従 事 者（ 救 急
隊員含む）

実施中

１回

基礎疾患を
有する人

入院患者

実施中

原則
１回
※３

「優先接種対象者証明書」
＊ かかりつけ医が接種する

場合は必要ありません

医師が最
優先と判
断した人

そ の 他

妊婦 １回 母子健康手帳

１歳～就学前の幼児

２回 「母子健康手帳」か「各種健
康保険被保険者証」小学１年生～３年生に

相当する年齢の人

１歳未満の小児の保護
者 ※１ １回

「母子健康手帳」か「各種健
康保険被保険者証」か「住
民票」※２

そ

の

他

小学４年生～６年生に
相当する年齢の人 ２回

「各種健康保険被保険者証」
か「学生証」か「住民票」

中学生に相当する年齢
の人

1 回高校生に相当する年齢
の人

１月 19 日
（火）から

基礎疾患のない高齢者
（65 歳以上）※４ 未定 ２月中旬

からを予定
「各種健康保険被保険者証」

か「運転免許証」か「住民票」

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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十
字
社
等
の
発
行
す
る
領
収

書
や
地
方
公
共
団
体
の
発
行

す
る
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
寄

附
金
）
受
領
証
明
書

　

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
告
書
を

発
送
し
ま
す
が
、
勤
務
状
況
の

変
化
等
に
よ
り
申
告
が
必
要
で

な
い
場
合
や
、
申
告
書
が
届
か

な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
公
民
館
等
で
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
日
程

な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
９
か
ら

Ｐ
11
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
原

則
と
し
て
、
市
役
所
本
庁
及
び

各
総
合
支
所
で
は
申
告
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
年
は
申
告
会
場
を

一
部
統
合
し
ま
し
た
の
で
、
昨

年
に
比
べ
て
会
場
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
税
務
課
市
民
税
班

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
１
１
４
・
３
１
１
５

　

各
総
合
支
所

　

地
域
振
興
課
税
務
収
納
班

鹿屋地区　市県民税申告相談日程表
期日 会場 時間 町内会名

１／25
（月）

高隈地区
交流促進
センター

９:00～11:30
高隈中央、上別府、
柚木原、重田、谷
田

黒坂公民館 ９:00～11:30 大黒（大堀・黒坂・
吉ヶ別府・仮屋）

笠之原
公民館 13:00～16:30 笠之原

柏木多目的
集会施設 13:00～14:00 瀬戸野、柏木

東原研修館 14:30～16:30 東原

１／26
（火）

はらいがわ
ふれあい
センター

９:00～11:30 上祓川、祓川

打馬公民館
９:00～10:00 王子、打馬

10:00～11:30 下祓川、西祓川、
弥生

上野公民館 13:00～16:30 野里、上野
上田崎
コミュニ
ティー
センター

13:00～16:30 田崎、上田崎

川西公民館 13:00～16:30 川東、川西

１／27
（水）

西原地区学
習センター

９:00～11:30 今坂、郷之原

13:00～14:30 西原２丁目東、西
原２丁目西

14:30～16:30 西原４丁目

１／28
（木）

大姶良
出張所

９:00～11:30 横山、下堀

13:00～15:30 大姶良東、大姶良
西、田淵

獅子目中央
公民館 16:00～17:00 獅子目

西原地区学
習センター

９:00～11:30 上谷、新生

13:00～16:30 大浦、西原１丁目、
西原３丁目

１／29
（金）

寿２丁目
公民館 ９:00～11:30 緑山、寿２丁目

寿５丁目
公民館 ９:00～11:30 寿５・６丁目、寿

７丁目、泉ヶ丘

農業研修
センター

13:00～14:00
寿３丁目、寿４丁
目、札元１丁目、
札元２丁目

14:30～16:30 旭原
鹿屋東
地区学習
センター

13:00～16:30 新川、寿８丁目

期日 会場 時間 町内会名

２／１
（月）

浜田ふれあ
い館 ９:00～11:30 浜田

高須地区学
習センター ９:00～11:30 高須

南町集落
センター 13:00～16:30 南

萩塚集落
センター 13:00～16:30

名貫、飯隈、萩塚、
池園、星塚、永野
田

２／２
（火）

小薄公民館 ９:00～11:30 小薄、高牧、有武

鶴羽公民館 ９:00～11:30 花里、花岡、鶴羽、
根木原

花岡地区
公民館 13:00～16:30 海道、古里、白水、

一里山
古江下
集会場 ９:00～11:30 古江（新町・本町・

港・西・中）
天神町
構造改善
センター

13:00～16:30 船間、小野原、天
神

２／３
（水）

市役所本庁
601 会議室 ９:00～16:30

古前城、本町、北
田、東大手、西大手、
大手町、朝日、向江、
昭栄、共栄、曽田、
白崎、新栄

２／21
（日）

市役所本庁
税務課 ９:00～16:30 平日に都合がつか

ない人
３／４
（木）

～
15（月）

市役所本庁
601 会議室

（ 土・ 日 を
除く）

９:00～16:30 各会場で都合がつ
かなかった人

　各会場は、受付時間が限られていま
す。
　自営業、農業、不動産収入のある人
は、収入と必要経費を必ずまとめて計
算したうえで、各申告会場へお越しく
ださい。

※お願い

市県民税の申告は正しくお早めに最寄りの会場で特集

■
申
告
が
必
要
な
人

○
営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、

生
命
保
険
料
の
満
期
返
戻
金

等
、
原
稿
料
、
生
命
保
険
契

約
等
に
基
づ
く
年
金
等
、
土

地
・
建
物
等
の
譲
渡
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

○
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
で
、

勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人

○
平
成
21
年
中
に
途
中
就
職
や

退
職
を
し
た
給
与
所
得
者

で
、
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い

な
い
人

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外

の
所
得
（
農
業
、
家
賃
収
入

等
）
が
あ
っ
た
人

○
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
等
の
所
得

控
除
、
配
当
割
額
控
除
、
寄

附
金
税
額
控
除
等
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

○
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者

○
平
成
21
年
中
に
市
内
に
転
入

し
た
人
で
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
の
受
給
者

○
収
入
の
な
か
っ
た
人
（
市
内

に
居
住
す
る
人
の
配
偶
者
控

除
や
扶
養
控
除
の
適
用
を
受

け
て
い
な
い
人
）

○
夫
が
単
身
赴
任
等
で
市
外
に

住
所
が
あ
り
、
そ
の
夫
か
ら

扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
や
20
歳

以
上
の
子

○
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年

金
等
の
収
入
の
み
の
人
で
、

年
間
の
年
金
収
入
が
次
の
金

額
を
超
え
る
人

　

65
歳
以
上
の
場
合

　
　
　
　
　
　

＝
１
４
８
万
円

　

64
歳
以
下
の
場
合
＝
98
万
円

○
公
的
年
金
受
給
者
で
、
公
的

年
金
等
の
所
得
以
外
の
所
得

（
給
与
、
農
業
、
不
動
産
所

得
等
）
が
あ
っ
た
人

■
申
告
が
必
要
で
な
い
人

○
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出

す
る
人

○
生
活
保
護
受
給
者

○
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
の
受

給
者
で
、
平
成
21
年
度
市
県

民
税
申
告
を
行
っ
た
人

○
市
内
に
居
住
す
る
人
（
夫
や

親
な
ど
）
が
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
っ
た
際
に
、
配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
適

用
を
受
け
た
妻
や
子
な
ど

で
、
平
成
21
年
中
に
収
入
が

な
か
っ
た
人

■
申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
に
は
必
要
事
項
を
記
入

し
た
申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か

に
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
保

険
会
社
等
が
発
行
し
た
支
払

証
明
書
等

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
、
そ
の
領
収
書
等
（
扶
養

親
族
の
分
も
含
む
）

○
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

場
合
、
国
民
年
金
や
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等

の
支
払
証
明
書
等

○
営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収

入
金
額
と
必
要
経
費
の
分
か

る
収
支
内
訳
書
や
帳
簿
等

○
給
与
、
公
的
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票

（
職
場
等
か
ら
交
付
さ
れ
な

い
場
合
は
収
入
金
額
を
証
明

す
る
も
の
）

○
寄
附
を
し
た
場
合
、
日
本
赤

市
県
民
税
の
申
告
は

　

正
し
く
お
早
め
に
最
寄
り
の
会
場
で
！

　

平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で
鹿
屋

市
に
住
所
の
あ
る
次
の
人
は
、
平
成
21

年
中
の
所
得
状
況
を
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の

課
税
資
料
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
資
料
に
な
る

ほ
か
、
公
営
住
宅
、
児
童
手
当
、
保
育

園
・
幼
稚
園
就
園
補
助
金
、
融
資
な
ど

の
申
請
に
必
要
な
諸
証
明
の
も
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市県民税の申告は

までです

３月15日（月）
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期日 会場 時間 町内会名

２／ 18
（木）

立小野
公民館

９:00～11:30 立小野
13:00～16:00 高松、堂園

有里農業研
修センター

９:00～11:30 中野、下中

13:00～16:00
山下、岡富、大牧、
朝日、中郷、中郷上、
中郷一

２／ 19
（金）

串良公民館
細山田分館

９:00～11:30
東新町、入部堀、
共心、西新町、生
栗須

13:00～16:00
東新堀、西新堀、
下之段、東共心、
西共心

２／ 21
（日）

市役所本庁
税務課 ９:00～16:30 平日に都合がつか

ない人

２／ 22
（月）

串良公民館
細山田分館

９:00～11:30 新栄、竹下堀、平瀬、
辰喰、馬掛

13:00～16:00
矢柄、上矢柄、東
茅場、栄、上栄、
上辰喰

２／ 23
（火） 花鎌公民館

９:00～11:30 花鎌、伊集院、枦場、
外堀、共和、新中堀

13:00～16:00 更和、東住吉、土持、
更栄、昭栄

２／ 24
（水）

農村環境改
善センター

９:00～11:30 十三塚

13:00～16:00

中宿、中山上、中
山下、共栄中、共
栄西、共栄東、共
栄東上

下小原
農業研修
センター

９:00～11:30 下小原北、大坪

13:00～16:00 下小原南、白寒水

期日 会場 時間 町内会名

２／ 25
（木）

農村環境改
善センター

９:00～11:30 大迫、城ヶ崎、松崎

13:00～16:00
大久保段、県営住
宅、永峯、鳥之巣、
中山原、塩塚

串良海洋
センター

９:00～11:30
中甫木、下甫木、
富ヶ尾上、富ヶ尾
下、桜ヶ丘

13:00～16:00

平和、星ヶ丘、吹
上田、新大塚原、
下大塚原、上大塚
原上、上大塚原下

２／ 26
（金）

串良公民館
上小原分館

９:00～11:30 柳谷、佐牟田
13:00～16:00 瀬戸、表、茂七

３／１
（月）

串良公民館
別館大ホー
ル

９:00～11:30 岡崎上、岡崎東、
岡崎西

13:00～16:00 宮之下、鶴亀

３／２
（火）

９:00～11:30 永和、堅田、和田

13:00～16:00

緑ヶ丘、諏訪下、
愛ヶ迫、江口迫、
北田迫、上之馬場、
上之馬場下

３／３
（水） ９:00～16:00 各会場で都合がつ

かなかった人
３／４
（木）

～
５（金）

市役所本庁
601 会議室 ９:00～16:30 各会場で都合がつ

かなかった人

３／７
（日）

串良総合
支所 ９:00～16:00 平日に都合がつか

ない人
３／８
（月）

～
15（月）

市役所本庁
601 会議室

（ 土・ 日 を
除く）

９:00～16:30 各会場で都合がつ
かなかった人

串良地区　市県民税申告相談日程表

源泉徴収票等

印　　鑑 申　告　書

申告に必要な主なもの

市県民税の申告は正しくお早めに最寄りの会場で特集

期日 会場 時間 町内会名

２／４
（木）

神野地区
ふれあい
センター

９:00～10:00 神野西、市之渡、横
井坂、砂ヶ野

10:00～11:30 大川、永野牧、神
野東

鶴峰東地区
ふれあい
センター

13:00～14:30 黒羽子、荷掛、水流、
角野、東原

14:30～16:00
飴屋敷、下車田、上
車田、平瀬、永山、
筒ヶ迫

２／５
（金）

鶴峰中地区
ふれあい
センター

９:00～10:00 白坂、石場、中福良、
西迫

10:00～11:30 鏡原、門前、新地、
つるみね

鶴峰西地区
ふれあい
センター

13:00～14:30 上苫野、下苫野、苫
野、立元、平前

14:30～16:00

金山、木浦、真戸原、
中大牟礼、東大牟
礼、西大牟礼、木
場

２／８
（月）

下名東地区
ふれあい
センター

９:00～10:00 論地、樋之口、原口

10:00～11:30 末次、茶円、井神島

下名西地区
ふれあい
センター

13:00～14:30 池久保、あさぎり、
名主

14:30～16:00 川西中、真角、川北

２／９
（火）

湯遊ランド
あいら

９:00～10:00 赤野、麓中、麓東、
麓西

10:00～11:30 寒水、西原
13:00～14:30 寺ヶ迫、中尾、栫上

14:30～16:00 持田、あけぼの、栫
下

期日 会場 時間 町内会名

２／10
（水）

吾平振興
会館

９:00～10:00

上町、中町、下町、
坂下、益田、緑、
ひまわり、上屋敷、
西横町

10:00～11:30
祇園、希望ヶ丘、
原田、中央、町園、
宮前

13:00～14:30
萩崎、上西目川路、
下西目川路、今吉、
堀木田

14:30～16:00
坂元、こすもす、
グリーンビレッジ、
鶯、駅前、川上

２／12
（金）

吾平総合
支所 ９:00～16:00 各会場で都合がつ

かなかった人
２／21
（日）

市役所本庁
税務課 ９:00～16:30 平日に都合がつか

ない人
３／４
（木）

～
５（金）

市役所本庁
601 会議室 ９:00～16:30 各会場で都合がつ

かなかった人

３／７
（日）

吾平総合
支所 ９:00～16:00 平日に都合がつか

ない人
３／８
（月）

～
15（月）

市役所本庁
601 会議室

（ 土・ 日 を
除く）

９:00～16:30 各会場で都合がつ
かなかった人

期日 会場 時間 町内会名

２／ 12
（金）

三原公民館 ９:30～11:30 三原
平房活性化
センター ９:30～11:30 中平房、下平房

平南校区
公民館 13:00～16:00 竹下、影吉

２／ 15
（月）

柏木公民館 ９:30～11:30 柏木
谷田公民館 ９:30～11:30 日新、谷田
高尾地区
公民館 13:00～16:00 徳留、仮屋、浮牟

田

２／16
（火）

朝倉公民館 ９:30～11:30 八重山、朝倉、仏
山

上沢津
公民館 ９:30～11:30 久木野々、上沢津、

下沢津
市成校区
公民館 13:00～16:00 上方、下方、辰喰、

上場、宮園

２／ 17
（水）

歌丸公民館 ９:30～11:30 白別府、歌丸、名
主段、宇都

諏訪公民館 ９:30～11:30 諏訪、福岡、楢久
保

百引校区
公民館 13:00～16:00 本町、和泉ヶ野、風

呂段、堂平、坂宮

期日 会場 時間 町内会名
２／ 17
（水）

輝北総合
支所 13:00～16:00 一番郷、二番郷、西

原、愛宕、上平房
２／ 18
（木）

岳野
公民館 ９:30～11:30 岳野

２／ 21
（日）

市役所本庁
税務課 ９:00～16:30 平日に都合がつか

ない人
３／４
（木）

輝北総合
支所 ９:30～16:00 確定申告相談

３／４
（木）

～
５（金）

市役所本庁
601 会議室 ９:00～16:30 各会場で都合がつ

かなかった人

３／７
（日）

輝北総合
支所 ９:30～16:00 平日に都合がつか

ない人
３／８
（月）

～
15（月）

市役所本庁
601 会 議 室

（ 土・ 日 を
除く）

９:00～16:30 各会場で都合がつ
かなかった人

吾平地区　市県民税申告相談日程表

輝北地区　市県民税申告相談日程表

申　告　書

源泉徴収票等

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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受け入れ年度 事務の内容

平成 19 年度
（受入事務数 11）

特定非営利活動法人の設立認証、届出の処理等
入会林野整備計画の適否の決定等
土地改良区の設立、合併、解散に関する事務等
県費負担教職員に係る扶養手当等に関する事務

平成 20 年度
（受入事務数 6）

建築確認事務
浄化槽設置等の届出受理、変更命令等（建築確認を伴う場合）
優良宅地の認定
鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律に基づく事務

平成 21 年度
（受入事務数 2）

都市計画区域内の土地等の譲渡に関する届出の処理等
特定工場に関する届出の処理、着手期間短縮承認

総
人
件
費
を
抑
制

　

合
併
に
よ
る
節
減
効
果
と
し

て
期
待
さ
れ
た
の
が
、
人
件
費

の
抑
制
で
す
。

　

給
与
制
度
や
諸
手
当
の
見
直

し
を
行
っ
た
ほ
か
、
職
員
数
を

毎
年
削
減
し
、
当
初
計
画
の
10

年
間
で
１
９
０
人
の
削
減
目
標

に
対
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
５

年
間
で
約
１
６
０
人
の
職
員
削

減
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
機
構
見
直
し
も

行
い
、
合
併
当
初
か
ら
比
較
し

て
、
12
課
を
削
減
し
ま
し
た
。

1,100

1,050

1,000

950

900

850

1,069
1,034 1,021

985
948

908

1,069
1,034 1,021

985
948

908

H17     H18     H19     H20     H21     H22

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

51,500

49,500

47,500

45,500

43,500

41,500

39,500

37,500

基金残高の推移

地方債残高の推移

H15       H16       H17       H18       H19       H20

13,087 12,562

11,016
9,080

8,361 8,987

H15       H16       H17       H18       H19       H20

46,473
48,028

48,747

47,041

44,264

(年度)

(人)

(年度)

(単位:百万円)

(年度)

(単位:百万円)

44,31944,319

　

平
成
18
年
１
月
１
日
、
旧
鹿
屋
市
、
旧
吾
平
町
、
旧
輝
北
町
、
旧
串
良
町
が

合
併
し
、
人
口
約
10
万
６
千
人
を
擁
す
る
『
鹿
屋
市
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
用
し
、
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、「
融
合
」「
改
革
」「
前
進
」

を
基
本
理
念
に
、様
々
な
取
組
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
は
新
市
施
行
５
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
行
財
政
改
革
な

ど
こ
れ
ま
で
の
主
な
新
市
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
大
隅
半
島
の
中
心
市
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

行
財
政
改
革
推
進
本
部　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
５
３

1,100

1,050

1,000

950

900

850

1,069
1,034 1,021

985
948

908

1,069
1,034 1,021

985
948

908

H17     H18     H19     H20     H21     H22

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000
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39,500
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基金残高の推移

地方債残高の推移

H15       H16       H17       H18       H19       H20

13,087 12,562

11,016
9,080

8,361 8,987

H15       H16       H17       H18       H19       H20

46,473
48,028

48,747

47,041

44,264

(年度)

(人)

(年度)

(単位:百万円)

(年度)

(単位:百万円)

44,31944,319
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(年度)

(人)
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(年度)

(単位:百万円)

44,31944,319

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　

公
共
施
設
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
経
費
節
減
を
図
る

た
め
積
極
的
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
や
文
化
会
館
な
ど
、

公
共
施
設
３
３
０
の
う
ち
、

１
９
６
施
設
に
制
度
を
導
入

し
、
年
間
76
百
万
円
の
経
費
節

減
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

事
務
事
業
仕
分
け
を
実
施

　

事
務
事
業
仕
分
け
を
行
い
、

東
京
事
務
所
や
幼
稚
園
の
廃
止
、

寿
光
園
や
保
育
所
の
民
間
譲
渡

を
行
う
と
と
も
に
、
区
画
整
理

事
業
の
廃
止
や
下
水
道
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

 

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
へ
の
転

換
を
図
る

　

合
併
直
後
は
、
旧
市
町
で
異

な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
や

高
齢
化
に
よ
る
福
祉
部
門
の
予

算
額
が
増
加
し
た
結
果
、
基
金

（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
に

よ
り
、
市
財
政
が
危
機
的
状
況

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、「
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
」
に
よ
る
予
算
編
成
を
推

進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
を

境
に
基
金
残
高
が
増
加
傾
向
と

な
り
、
平
成
20
年
度
は
前
年
度

か
ら
、６
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

地
方
債
（
借
金
）
も
減
少
に

転
じ
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
18
年

度
末
の
残
高
と
平
成
21
年
度
末

の
残
高
見
込
み
を
比
較
し
た
場

合
、
56
億
27
百
万
円
削
減
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

︿
ま
と
め
﹀

　

こ
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

単
年
度
で
25
億
円
の
経
費
削
減

効
果
が
生
み
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
は
各
種
財
政

指
標
な
ど
か
ら
健
全
財
政
の
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
長

期
的
・
安
定
的
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
、
さ
ら
に
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

合
併
時
に
旧
市
町
間
で
異

な
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

準
化
を
図
り
、
市
全
域
で
統
一

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
県
で
実
施

さ
れ
て
い
た
事
務
に
つ
い
て
積

極
的
な
権
限
移
譲
の
受
け
入
れ

を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
（
下
表
）。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
事
務
や
重
要

文
化
財
の
軽
微
な
現
状
変
更
許

可
な
ど
の
事
務
を
受
け
入
れ
、

更
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し

ま
す
。

　

大
隅
地
域
一
体
と
な
っ
た
観

光
交
流
の
促
進
を
目
指
す
商
工

観
光
部
の
設
置
や
企
業
の
活
性

化
及
び
雇
用
の
確
保
を
図
る
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
、
産
業
振
興
の
基
盤
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
新
幹
線
全
線
開

業
を
見
据
え
て
、
鹿
児
島
中
央

駅
か
ら
鹿
屋
間
の
直
行
バ
ス
の

実
証
運
行
の
開
始
、「
ば
ら
大

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

（
意
見
公
募
手
続
）
を
導
入
し
、

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
市
民
意

見
を
反
映
す
る
手
続
き
と
し
て

定
着
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
活
動
総
合
補
償

制
度
や
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
事
業
を
導
入
し
、

市
民
活
動
の
活
性
化
を
進
め
る

環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
末
に

公
表
を
予
定
し
て
い
る
「
鹿
屋

市
共
生
・
協
働
で
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
指
針（
仮
称
）」に
よ
り
、

共
生
・
協
働
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
具
体
的
な
方
向
性
を

整
理
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
推
進

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る

サ
ー
ビ
ス
は
多
種
多
様
化
し
て

い
ま
す
。

　

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

の
実
績
や
検
証
を
踏
ま
え
、
人

件
費
の
削
減
や
選
択
と
集
中
に

よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
、
今
後
も
、
引
き
続
き

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
主
権
時
代
に
備

え
、
職
員
の
意
識
改
革
を
行
い

ま
す
。

 

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

各
地
域
の
資
源
を
有
効
的
に

活
用
し
て
、
魅
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
大
隅
半
島
全
体
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
大
隅
定
住

自
立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定
な

ど
に
基
づ
き
、
近
隣
市
町
と
の

連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

共
生
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
大
切
な
取
組
が
、「
共

生
・
協
働
」
で
す
。

　

今
後
は
、
町
内
会
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
の
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
市
職
員
も
積
極

的
に
地
域
活
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆県の権限移譲プログラムに基づいて受け入れた主な移譲事務（抜粋）
経
費
を
節
減

︵
行
財
政
改
革
の
推
進
︶

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・

多
様
化
に
よ
り
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る

広
域
的
・
総
合
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
展
開

住
民
が
主
体
と
な
っ
た

地
域
づ
く
り
を
推
進

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の取組

使
」
の
任
命
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
隅
肝
属
広
域

事
務
組
合
の
設
立
、
大
隅
総
合

開
発
期
成
会
で
の
事
業
展
開
、

国
の
定
住
自
立
圏
構
想
の
先
行

実
施
団
体
と
し
て
大
隅
定
住
自

立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締

結
な
ど
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く

り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

※ 

合
併
検
証
に
つ
い
て
の
詳
細

の
報
告
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
行
財
政
改
革
推
進
本
部

の
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

一般会計の基金・地方債残高の推移

合
併
後
４
年
間
を振

り
返
っ
て

※平成 16 年度以前は合算

定員適正化計画による実職員数

※平成 22 年度は見込み数

鹿屋市
H17 H18 H19 H20

財政力指数 0.44 0.47 0.49 0.49

経常収支比率 89.2 91.4 95.1 93.4

起債制限比率 10.0 10.4 10.9 11.4

主な財政指標の推移

※各財政指標の説明は P4 を参照

総合窓口を設置

市民とのパートナーシップ推進事業を導入

鹿児島中央駅から鹿屋間の
直行バスの実証運行を開始

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　12月19日、リナシティかのやで
「ちびっこもちつき大会inリナシ
ティかのや」が行われました。
　当日は、家族連れなど約400人
が参加。臼と杵を使ったもちつき
を体験し、自分でついた餅をおい
しそうに食べていました。
　また、ミニ門松作りやどんぐり
ゴマ作りなどの催しも行われ、参
加者はそれぞれの催しを楽しんで
いました。

　12月27日、輝北うわば公園で「し
め縄・ミニ門松作り教室」が行われ
ました。
　この教室は、日本の伝統的な風
習である正月用のしめ縄作りや門
松作りを通して親子で触れ合っても
らおうと行われたもので、親子連れ
など約30人が参加。参加者は、ミニ
サイズながらも立派な門松や見事
なしめ縄を作り上げ、「家に飾りた
い」と満足げに話していました。

　12月５日、吾平山上陵公園で、
吾平町建設防災協力会によるボラ
ンティア作業が行われました。
　これは、新年の初詣などで吾平
山上陵を参拝する人に気持ちよく
参拝していただこうと実施したも
ので、同会を構成する吾平地域の
建設業者20社などから約70人が参
加。当日は、クレーンなどの重機
を使用して、河川の除草作業や土
砂の除去などを行いました。

　１月１日から吾平町の黒羽子観
光農園で、「いちご狩り」が始ま
りました。
　約60アールのビニールハウス
内には「とよのか」と「さがほの
か」の２種類がたわわに実ってお
り、５月上旬まで「いちご狩り」
を楽しむことができます。
●開園時間＝９時～17時
●入園料＝無料
●販売価格＝１㎏当たり1,600円

輝北 輝北

ま  ち  の  話  題
Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

しめ縄作りや
ミニ門松作りを体験

吾平

1月24日（日）は
　　鹿屋市長選挙の投票日です

　鹿屋市長選挙が１月 17 日（日）に告示され、１月 24 日（日）に投開票が行
われます。有権者の皆さんは、必ず投票しましょう。

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
２
年
１
月
25
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
21
年
10

月
16
日
以
前
に
鹿
屋
市
に
転
入

届
を
出
し
、
引
き
続
き
鹿
屋
市

に
住
ん
で
い
る
人
。

※
鹿
屋
市
を
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
出
張
や
仕
事
、
旅

行
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
所
で
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
期
間

　

１
月
18
日（
月
）〜
23
日（
土
）

期
日
前
投
票
所
及
び
投
票
時
間

◎
鹿
屋
市
役
所
６
階
会
議
室

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◎ 

輝
北
総
合
支
所
・
吾
平
総
合

支
所
・
串
良
総
合
支
所
別
館

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票

指
定
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投

票
　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の

施
設
に
入
院
や
入
所
し
て
い
る

人
で
、
不
在
者
投
票
事
由
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
施
設
長
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

出
張
や
研
修
に
よ
り
市
外
に

滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

　

重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
投
票
日
の

４
日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷

病
者
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
内

容
が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
人
に
限
り
ま
す
。

■
投
票
日
の
投
票

投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投
票
所

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

投
票
所
で
し
か
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
郵
送
さ
れ
た
投
票
案

内
状
で
、
必
ず
投
票
所
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法

　

投
票
所
に
投
票
案
内
状
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
案
内
状
は
郵
送
し
ま
す

が
、
投
票
日
が
近
く
な
っ
て
も

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
入
場
券
を
紛
失
し
て

も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
当

日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

代
理
投
票
と
点
字
投
票
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

の
代
理
記
載
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
代
理
記
載
人
と
な

る
人
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
票

　

開
票
は
、
午
後
８
時
30
分
か

ら
鹿
屋
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
４
２

　

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

吾平

いちご狩りが
始まりました

吾平山上陵公園で
ボランティア作業

鹿屋
もちつきを体験始まりました始まりました

　平成 21 年の春・秋の叙勲を、市内在住の８人が受章しました。おめで
とうございました。受賞者は次のとおりです。（年齢は受章当時）
●春の叙勲：４人受章
　◆旭日小綬章（１人）
　　元鹿屋市議会議員　上

うえやま

山　洋
よ う じ

二さん（79 歳）寿２丁目
　◆旭日単光章（１人）
　　元鹿屋市農業委員会会長　故 加

か と う

藤　軍
ぐ ん じ

二さん（81 歳）上高隈町
　◆瑞宝単光章（２人）
　　調停委員　角

つ さ き

﨑　啓
け い こ

子さん（70 歳）南町
　　元鹿屋市消防団副団長　前

まえはら

原　光
み つ じ

次さん（75 歳）川西町
●秋の叙勲：４人受章
　◆瑞宝小綬章（１人）
　　元鹿児島税務署長　尾

おまがり

曲　賢
まさる

さん（70 歳）王子町
　◆瑞宝双光章（１人）
　　保護司　野

の も と

元　道
みちひろ

廣さん（73 歳）上谷町
　◆瑞宝単光章（２人）
　　元鹿屋市吾平消防団団長　田

た ば た

畑　昭
てるあき

南さん（67 歳）吾平町上名
　　民生・児童委員　原

は ら の そ の

之園　行
ゆ き お

夫さん（71 歳）串良町細山田

平成21年春・秋の叙勲を受章

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　１月１日、輝北運動場で「第25
回初日とともに走ろう会」が開催
されました。
　これは、初日の出とともに走り
初めを行い、さわやかに新年をス
タートさせようと毎年開催してい
るもので、家族連れや子どもたち
など約100人が参加。参加者は、
日の出前に走り初めを行ったあ
と、晴れやかな気持ちで初日の出
を拝んでいました。

　１月１日、串良町の上小原校区
で「第34回新春歩こう会」が開催
されました。
　これは、地域住民が交流を深め
ることを目的に子ども会育成会が
毎年行っているもので、親子連れ
など約100人が参加。当日は、出
発前に鬼火焚きを行った後、上小
原小学校から白山神社までを往
復する約８㎞の道のりを、参加者
全員で元気に歩いていました。

　１月１日、串良町の細山田校
区で「細山田校区新春歩こう会」
が開催されました。
　これは、地域住民や家族など
の絆を深めることを目的に、子
ども会育成会が毎年行っている
もので、親子連れなど約 150 人
が参加。参加者は、細山田中学
校から山宮神社までを往復する
約４㎞の道のりを元気に歩いた
ほか、神社で初詣を行いました。

Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　１月３日、
かのやばら
園で「新春
もちつき大
会」が開催
されました。
　これは、来
園者への感
謝の気持ち
を込めて行
われたもの
で、家族連

れなど約80人が参加。「ヨイショ」
のかけ声に合わせて、臼と杵を
使ったもちつきを体験し、つきた
ての餅を味わいました。
　また、「新春演奏会」も行われ、
来園者は、かのやばら園のお正月
を満喫していました。

　12月６日～14日まで、
かのやばら園で、サント
リーが世界で初めて開発
に成功した青いばら「サ
ントリー・ブルーロー
ズ・アプローズ（日本
名：喝采）」の展示が行
われました。
　これは、２年前から展
示を希望していた同園
に、同社から切り花10本
が提供されたもので、

県内では初めての展示。ばらには青い色素を作る遺伝子がなく青いば
らは不可能と言われてきましたが、遺伝子を組み換えることで同社が
2004年に開発を成功させました。
　色は紫がかって見えますが、花に含まれる色素は青色が95％を占め
るということです。展示は花が枯れるまでの短い期間ではありました
が、このばらの花言葉が「夢かなう」ということもあって、奇跡の青
いばらを一目見ようと多くの来園者が訪れていました。

鹿屋かのやばら園の
お正月を満喫

　12月７日、鹿屋農業高校で、ラ
オスの高校生９人と同校生活科の
３年生13人との合同調理実習が
行われました。当日は、菜の花を
使った料理などを一緒に調理した
あと、試食会を行いました。参加
した同校の生徒たちは「最初は、
言葉が通じなくて大変だったけ
ど、ジェスチャーなどで分かって
もらえたから楽しかった」などと
話し、交流を楽しんでいました。

　南町の福
ふくやま

山巽
たつみ

さん宅の倉庫に屋
久杉などの廃材を利用して製作し
た木工作品が展示してあります。
　ものづくりが趣味という福山さ
んは 15 年ほど前から作り始め、
これまで完成させた作品は約 100
点。市販の良い作品を見つけると
写真に残し、それを参考に製作し
ているとのことです。作品はどな
たでも自由に見学することができ
ます。ぜひ、お立ち寄りください。

　王子町の平昇さん宅の家庭農園
で、唐辛子が２ｍ30㎝まで成長し
ました。
　品種は「鷹の爪」で、昨年も
らった苗を育て１ｍ30㎝程に成長
した唐辛子の種をとり、今年６月
に蒔いたもの。唐辛子は、通常大
きくなっても１ｍ程度だと言われ
ており、平さんは「ここまで大きく
なるとは驚きました。次回がまた
楽しみです」と話してくれました。

ま  ち  の  話  題

鹿屋

各地でクリスマスパーティーやクリスマスコンサートが開催

　12 月 13 日、上高隈町
のカピックセンターで「世
界のクリスマス」が開催
されました。
　当日は、親子連れなど
約 170 人が参加。クリス
マスツリーやリースの製
作などのほか、お菓子で
ツリー飾りを作り、参加
者はクリスマス気分を楽
しんでいました。

　12月20日、吾平振興会
館で「クリスマスおはなし
会＆ミニコンサート」が開
催されました。
　当日は、手遊びうたやク
リスマスリース作りなどのほ
か、吾平小合唱部と吾平
中吹奏楽部によるミニコン
サートが行われ、約250人
の観客が美しい歌声と音
色に聴き入っていました。

　12月13日、かのやばら
園内のレストランローズ
ダイナーで、「クリスマ
スコンサート」が開催さ
れました。当日は、ピア
ノとフルートによるクリ
スマスソングの演奏など
が行われ、約30人の観客
が、クリスマスにぴった
りの美しい音色に耳を傾
けていました。

　12 月 16 日、かのやイ
ベント広場で「まっのな
かフェスタ in かのやクリ
スマス市民大パーティー」
が開催されました。
　ステージでは、クリス
マスムードたっぷりのラ
イブイベントなどが行わ
れ、訪れた約 600 人が、
一足早いクリスマス気分
を味わっていました。

クリスマスツリー作り
などを体験

吾平町で
クリスマスおはなし会
＆ミニコンサート

かのやばら園で
クリスマスコンサート

リナシティかのやで
クリスマス

市民大パーティー

鹿屋 鹿屋
木工作品を展示ラオスの高校生と交流 ２m超の唐辛子育つ

鹿屋
青いばら、県内で初展示

串良輝北初日の出とともに
走り初め

串良
上小原校区で歩こう会 細山田校区で歩こう会

たいら のぼる
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「
実
践
貿
易
実
務
講
座
〜

初
級
編
〜
」
の
受
講
者
を

募
集

　

貿
易
基
礎
用
語
か
ら
実
務
に

必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
書

類
の
書
き
方
な
ど
の
貿
易
実
務

の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
「
実

践
貿
易
実
務
講
座
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
５
日
（
金
）　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

●
対
象
者
＝
貿
易
に
興
味
の
あ

る
人
、
こ
れ
か
ら
貿
易
実
務

に
携
わ
る
人　

な
ど

●
講
師
＝
横
山 

研
治 

氏

　
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
国
際
経
営
学
部
長
）

●
受
講
料
＝
無
料

●
定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
１
月
29
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ジ
ェ
ト
ロ
鹿
児
島
貿
易
情
報

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
２
６-

９
１
５
６

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

職
業
相
談
会
」
が
開
催

●
日
時
＝
２
月
19
日
（
金
）　

13
時
〜
16
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

●
対
象
者
＝
概
ね
55
歳
以
上
の

求
職
者

●
参
加
料
＝
無
料

●
定
員
＝
80
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
２
月
16
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

県
雇
用
支
援
協
会

☎
０
９
９-

２
１
９-

２
０
０
０

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
〜
平
成　

年
度
第

２
回
目
受
付
〜

●
受
給
対
象
者
＝
次
の
要
件
す

べ
て
を
満
た
す
人

○
65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
場
合

①
要
介
護
高
齢
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
２
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録

を
有
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
）
で
、
平
成
21

年
８
月
１
日
か
ら
要
介
護
２

（
重
度
認
知
症
に
限
る
）、
要

介
護
３
、
要
介
護
４
、
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

募
集
・
申
請

〜
26
日
（
金
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

介
護
者
の
住
所
地
の
市
高
齢

福
祉
課
・
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
高
齢
福
祉
課

︵
１
階
⑦
番
窓
口
︶

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

「
鹿
屋
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

消
費
生
活
に
お
け
る
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
、
よ

り
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
の
市
民
総
合
相
談
室
に
「
鹿

屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を

１
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
総
合
相
談

室
の
機
能
を
強
化
し
、
情
報
提

供
や
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
９

【問い合わせ】市社会教育課（６階）☎ 0994-31-1138

お
知
ら
せ 21

日　時　　２月 13 日（土）　開場 18:30　開演 19:00
 　　　　　　　14 日（日）　開場 11:30　開演 12:00
会　場　　リナシティかのや３階ホール
入場料　　前売券　大　　　人　2,000 円
　　　　　　　　　高校生以下　1,000 円
　　　　　当日券　大　　　人　2,500 円
　　　　　　　　　高校生以下　1,500 円

高校生ミュージカル

「ヒメとヒコ」～ある王の物語～

【問い合わせ】リナシティかのや芸術文化学習プラザ　☎ 0994-35-1001

　大隅半島の高校生によるミュージカル「ヒメとヒコ」が、昨年に引き続き上演されます。
　公募により集まった高校生、鹿屋女子高等学校音楽部、国分中央高等学校ダンス部、奄美大島の大島
高等学校新体操部が出演します。演出は大隅出身の演出家、松永太郎氏。舞台の生演奏には県内で活躍
するプロミュージシャンが高校生を支えます。
　高校生の熱い思いが詰まったミュージカル「ヒメとヒコ」を、ぜひ、ご覧ください。

情報掲示板

日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

2010 2月
日日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2010 1月人
を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
状
態
で
継
続
し
て
６
か

月
以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い

る
人

③
２
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

□ 

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

高
齢
者

・
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
に

限
る
）
の
人
で
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
申

請
に
係
る
認
定
調
査
票
及
び

主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
認

知
症
性
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
判
定
基
準
の
ラ
ン
ク

Ⅰ
、
Ⅱ
ａ 

、
Ⅱ
ｂ
の
人

・
平
成
21
年
８
月
に
申
請
し
、

介
護
慰
労
金
（
６
万
円
）
を

受
給
し
た
人

○
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
要
介

護
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

場
合

①
要
介
護
障
害
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
２
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
登

録
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
平
成
21
年
８
月
１
日
以
前
か

ら
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
る
要
介
護
障
害
者

を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
状
態
で
継
続
し
て
６
か
月

以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
※
所
得
制
限
等
で
特
別
障
害
者

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
障

害
者
を
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
要
介
護
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
日
常
生
活
に
つ
い

て
後
日
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
２
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

□ 

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

障
害
者

・
平
成
21
年
８
月
に
申
請
し
、

介
護
慰
労
金
（
３
万
円
）
を

受
給
し
た
人

●
支
給
額
︵
一
人
当
た
り
︶

①
要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
要

介
護
高
齢
者
＝
年
額
６
万
円

②
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
の

み
）、
要
介
護
３
の
要
介
護

高
齢
者
＝
年
額
３
万
円

③
要
介
護
障
害
者
＝
年
額
３
万

円
●
申
請
期
間
＝
２
月
１
日（
月
）

Information

日　時　２月 11 日（木・祝）13:30 ～ 16:20
会　場　市文化会館
内　容　○市生涯学習の取り組みについて
　　　　○社会教育功労者及び優良社会教育関係団体表彰式
　　　　○生涯学習大会講演会
　　　　　演題＝「命ある限り、心で学ぶ」
　　　　　講師＝加藤 タキ 氏（コーディネーター）

※駐車場には限りがありますので、できるだ
け乗り合わせてご来場ください。

※講演会では手話通訳を行います。
※ 11 日（木）は、市中央公民館で満２歳児～

６歳児の託児を行います。

加藤 タキ 氏

平成21年度 鹿屋市生涯学習大会
～学びを生かして、未来へつなごう！～

展示発表
　日　時　２月 10 日（水）
　　　　　　～ 14 日（日）
　　　　　 9:00 ～ 21:30
　会　場　市中央公民館
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●
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●
内
容
＝
成
年
後
見
制
度
の
利

用
手
続
き
や
後
見
人
等
に
つ

い
て
の
学
習
会

●
受
講
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
高
齢
福
祉
課

︵
１
階
⑩
番
窓
口
︶

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
７
５
０

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い

わ
れ
る
「
２
０
１
０
年
世
界
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林

業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大
切

な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
お
宅
に
調

査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
企
画
調
整
課
︵
３
階
︶

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
５

新
刊
図
書
の
案
内

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

東
天
の
獅
子　
　
　
　
　

夢
枕
獏
著

夜
の
だ
れ
か
の
玩
具
箱

　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ
著

パ
イ
レ
ー
ツ　

掠
奪
海
域

　
　
　

マ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン
著

告
白
的
恋
愛
論　
　
　

渡
辺
淳
一
著

新
薩
摩
学　
　
　
　
　
　

古
閑
章
編

田
舎
暮
ら
し
は
じ
め
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

グ
レ
ゴ
リ
青
山
著

ビ
ー
ザ
ス
と
い
た
ず
ら
ラ
モ
ー
ナ

　
　
　

ベ
バ
リ
イ
・
ク
リ
ア
リ
ー
作

す
ご
い
ぞ
プ
ン
ナ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　

い
と
う
ひ
ろ
し
作

野
生
動
物
の
お
医
者
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤
慶
輔
著

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

筆
談
ホ
ス
テ
ス　
　
　

斉
藤
里
恵
著

ま
じ
め
の
崩
壊　
　
　

和
田
秀
樹
著

こ
こ
〜
食
卓
か
ら
始
ま
る
生
教
育
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
美
智
子
著

お
い
し
い
み
ず　
　
　
　

片
山
健
作

自
然
遺
産
の
迷
路　

香
川
元
太
郎
作

ど
う
ぶ
つ　
　
　
　
　

成
島
悦
雄
監

し
か
め
っ
つ
ら
あ
か
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

ケ
イ
ト
・
ペ
テ
ィ
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

運
命
の
人
２　
　
　
　

山
崎
豊
子
著

訪
問
者　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸
著

ち
ゃ
ぶ
台
ご
は
ん　
　

瀬
尾
幸
子
著

名
も
な
き
毒　
　
　

宮
部
み
ゆ
き
著

み
ん
な
い
っ
し
ょ　
　

ま
つ
も
と
し
ん
の
す
け
作

え
ん
ふ
ね
に
の
っ
て　
　
　

ひ
が
し
ち
か
ら
作

あ
し
た
も
と
も
だ
ち

　

内
田
麟
太
郎
作

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

が
ん
ば
ら
な
い
健
康
法　

鎌
田
實
著

さ
ま
よ
う
刀　
　
　
　

東
野
圭
吾
著

母
や
ん　
　
　
　
　
　

川
奈
凛
子
著

大
不
況
の
中
で
生
き
残
る
家
計

　
　
　
　
　
　
　

大
竹
の
り
子
著

と
と
け
っ
こ
う
よ
が
あ
け
た

　
　
　
　
　
　

こ
ば
や
し
え
み
こ
作

消
防
犬
ぶ
ん
公　
　
　
　

水
口
忠
作

チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
宏
幸
作

平
成　

年
度
鹿
屋
市
田
崎

多
目
的
運
動
広
場
の
利
用

日
程
調
整
会
議
を
開
催

　

今
年
の
４
月
と
５
月
に
、
田

崎
町
に
あ
る
鹿
屋
市
田
崎
多
目

的
運
動
広
場
で
大
会
等
を
予
定

し
て
い
る
団
体
等
の
「
利
用
日

程
調
整
会
議
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
28
日
（
木
）　

18
時
〜

●
場
所
＝
田
崎
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー

●
留
意
事
項

○
利
用
を
希
望
す
る
団
体
等

は
、
必
ず
調
整
会
議
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

○
出
席
す
る
際
は
、
事
前
に
か

の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
管
理
事
務
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
６
月
以
降
分
に
つ
い
て
は
、

３
月
に
会
議
を
行
う
予
定
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
場
管
理
事
務
所

指
定
管
理
者
㈲
倉
岡
建
設

☎
０
９
９
４-

42-

３
２
２
２

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
要
件

①
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
で

あ
る
人

②
介
護
保
険
法
要
介
護
認
定
に

係
る
主
治
医
意
見
書
で
、「
障

害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
」の
記
載
が「
Ｂ
１
、Ｂ
２
、

Ｃ
１
又
は
Ｃ
２
」
か
つ
「
尿

失
禁
の
可
能
性
」
の
記
載
が

「
あ
り
」
の
人

【
問
い
合
わ
せ
】

市
高
齢
福
祉
課

︵
１
階
⑦
番
窓
口
︶

☎
０
９
９
４-
31-
１
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

春
期
「
緑
の
募
金
」
運
動

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　
「
緑
の
募
金
」
は
、
森
林
環

境
の
整
備
や
学
校
・
公
民
館
等
、

身
近
な
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
＝
２
月
１
日（
月
）

〜
４
月
30
日
（
金
）

●
募
金
窓
口
＝
市
畜
産
林
務
課

又
は
各
総
合
支
所
産
業
振
興

課

障
害
者
控
除
及
び
お
む
つ

代
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
対
す
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

交
付
に
つ
い
て

　

所
得
税
や
地
方
税
で
は
、
申

告
す
る
本
人
又
は
扶
養
親
族
が

「
障
害
者（
又
は
特
別
障
害
者
）」

に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者

控
除
」
と
し
て
一
定
金
額
を
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定（
要
支
援
を
除
く
）

を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は｢

障

害
者
控
除｣

の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確
認
書

の
交
付
に
つ
い
て

　

確
定
申
告
の
際
、
申
告
す
る

本
人
又
は
扶
養
親
族
の
お
む
つ

代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人
は
、
医
師
が
発
行
し
た

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必

要
で
す
が
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
の
代
わ
り
に
市
の
交
付
す

る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確

認
書
」
の
提
出
が
認
め
ら
れ
て

●
税
法
上
の
特
例
措
置

○
個
人
の
場
合
＝
５
，
０
０
０

円
を
超
え
る
寄
付
金
に
つ
い

て
は
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

○
法
人
の
場
合
＝
通
常
の
寄
付

金
の
算
入
限
度
額
の
２
倍
ま

で
損
金
算
入
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
み
ど
り
推
進
協
議
会

︵
市
畜
産
林
務
課
内
・
２
階
︶

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
９

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

「
成
年
後
見
制
度
学
習
会
」

を
開
催

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
状
等
の
あ
る
高
齢
者
や
、
障

害
者
等
の
生
活
と
財
産
を
守
る

制
度
で
す
。

●
日
時
＝
１
月
28
日
（
木
）　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所
＝
市
中
央
公
民
館
１
階

集
会
室

情報掲示板

【問い合わせ】串良町商工会　☎ 0994-63-3032

12月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 147 277,599 645,000 41,000 251
去勢 181 385,569 600,000 184,000 286

吾平地区
めす 39 302,359 639,000 112,000 259
去勢 49 417,735 589,000 201,000 297

串良地区
めす 197 281,051 649,000 62,000 250
去勢 248 394,645 537,000 75,000 283

輝北地区
めす 65 328,862 700,000 138,000 265
去勢 90 429,000 592,000 165,000 297

22

　大隅に春の訪れを告げる串良名物「くしら二十三や市」を開催
します。
　商工会館、串良総合支所周辺の道路を歩行者天国にして、県内
外の出店者や町内の商工業者など約 300 店舗が一堂に集まり、人
気のある植木や春物の花木、クワ・カマ等の刃物類、日用品、雑
貨等を即売します。
　ぜひ、ご来場ください。

日　時　１月 30 日（土）・31 日（日）
　　　　９時～ 17 時　※雨天決行
場　所　串良総合支所周辺道路
内　容　○剣道大会　　　　　　○和太鼓演奏
　　　　○消防音楽隊パレード　○幼稚園児鼓笛隊　　
　　　　○バナナのたたき売り　○餅つき大会　など

串良名物「くしら二十三や市」串良名物「くしら二十三や市」

Information

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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Information
情報掲示板

22

第
28
回
鹿
屋
市
美
術
展

●
日
時
＝
１
月
31
日
（
日
）
〜

２
月
７
日
（
日
）
９
時
〜
19

時
※
最
終
日
は
15
時
ま
で

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
文
化
課
︵
６
階
︶

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
７

鹿
屋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

●
日
時
＝
１
月
23
日
（
土
）　

13
時
〜

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

市
社
会
教
育
課

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
８

月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）
１月 17 日 武田歯科医院 今坂町 44-1619

24 日 貴島歯科医院 札元１丁目 44-5000
31 日 中野歯科医院 共栄町 41-7455

２月７日 中原歯科医院 西原１丁目 43-0088
11 日 永山矯正歯科医院 西原４丁目 40-1182
14 日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平日） イベント等を案内
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

１月・２月の休日救急当番医

◇鹿屋市歯科医師会　診療時間　午前９時～午後３時

１月・２月の歯科休日急患在宅医

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になるこ
とがあります。各医療機関にご確認のうえ、受診してくだ
さい。

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、
翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。原
則として、投薬期間は通常１日分とします。

◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）

１月 17 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

24 日
上園醫院 肝付町前田 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

31 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

２月７日
小野医院 肝付町前田 65-2314
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

14 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時30分～午後６時

大
江
裕
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
＝
２
月
５
日
（
金
）　

18
時
〜

●
入
場
料
︵
前
売
券
︶

　

指
定
席
＝
３
，
８
０
０
円

　

自
由
席
＝
３
，
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
西
日
本

☎
０
９
９-

２
２
０-

３
０
６
９

　

映
画
「
沈
ま
ぬ
太
陽
」 

●
上
映
期
間
＝
１
月
９
日（
土
）

〜
２
月
５
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
２
０
２
分
）

　

①
10
時
〜　

②
14
時
〜

　

③
18
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑

賞
料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

︵
株
︶
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４-

35-

１
０
０
１

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
の

催
し

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

１月 17 日
　  鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
　  やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
　  小林クリニック 上谷町 41-0700

24 日
　  池田病院 下祓川町 43-3434
　  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
　  村上整形外科医院 今坂町 41-2511

31 日
　  中原クリニック 横山町 48-2011
　  えとう小児科 札元２丁目 40-3700
　  徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

２月７日
　  末次内科循環器科 新生町 43-2331
　  こだま小児科 笠之原町 41-5111
　  はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

11 日
　  児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
　  児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
　  検見崎病院 西原１丁目 43-2991

14 日
　  浜崎クリニック 向江町 43-3305
　  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
　  大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

内○

○外
○小

…内科　　　…小児科　　　 …外科内○ ○外○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

文
化
会
館
の
催
し

本年もよろしくお願い申し上げます

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

大牟禮良行が造った蔵の看板商品です。
地元出身の杜氏が地元の人のために造った、ま
さに本来の意味での地焼酎といえるものです。
このスタンダード焼酎は芋の風味が豊かで、お
湯割りで毎晩飲める味わいを目指しました。「さ
つま大海」を飲んで地元・鹿屋の味わいを感じ
取っていただけたら幸いです。

鹿屋市白崎町 21番１号　TEL 0994-44-2190（代）  

謹
賀
新
年

夕6:00～
　夜10:00
昼1:00～
　夜10:00

学科会場：西原地区学習センター
実技会場：古江港

マリンスクール鹿屋海技
実
技

学
科

※実技講習はありません。

水上バイク
（特殊小型）免許

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

船舶免許更新・失効講習会
　　　　　　　　　会場：西原地区学習センター

進級
コース

試験免除
74,600円

1級 148,200円
20t未満
距離 無制限

学 

科

実技 朝9:00～
昼 1:00～

20t未満
距離 ５海里

124,700円2級
コース

コース
1級 2級コ

ー
ス

コ
ー
ス

代表　重信 良広1/30㊏ 電話にて
日程を確認
ください。

＊写真2枚
 （パスポートサイズ）
＊船舶免許夕6：30～

の日中　2時間

取得へ!1級・2級1級・2級 水上バイク
（特殊小型）
水上バイク
（特殊小型）船舶免許船舶免許

夕6:00～
　夜10:00

新春新春新春
土

日

土
日

１月
日程

2月
日程

1/30㊏・31㊐・2/6㊏・7㊐

1/30㊏・31㊐
1/30㊏か31㊐

2/13㊏・14㊐・20㊏・21㊐
2/13㊏・14㊐
2/13㊏か14㊐

夕6:00～
　夜10:00
昼1:00～
　夜10:00

学　

科
2/6㊏・7㊐
2/20㊏・21㊐

土
日

夕6:00～
　夜10:00
昼1:00～
　夜10:00

１
月

２
月

１
月

２
月

1/30㊏・31㊐ 2/13㊏・14㊐
1/30㊏か31㊐ 2/13㊏か14㊐

１
月
日
程

２
月
日
程

１月
日程

2月
日程

１
月

２
月

20t未満  
距離無制限

44,000円
学
　

科

23

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

新小・中学生制服注文承り中！ 

いけのうえ 
鹿屋市向江町８-３　☎ 42-2191　　　0120-80-7777 

学生服・セーラー服の 
市内各小・中学校標準服取扱店 

富士ヨット学生服 
カンコー学生服 

鹿銀 ↑
至 

西
原 

至 

寿
↓ 

↑
至 

高
隈 

至 

市
役
所
↓ 

さ
つ
ま
七
十
七
萬
石 

いけのうえ 

ピット88 
駐車場 

※ピット88駐車場の 
　無料券あります。 

アーケード 

今春の小・中学生制服の
ご予約・採寸特価セール実施中！！
お早めにご来店ください。

おかげさまで創業70年
続くことにはワケがある
ヒューマン印刷に徹して70年
確かな技術とサービスがあります

さらに、共に、どこまでも

　
　

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



今月の表紙

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎2081番地 ☎ 0994-63-3111
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No.49

探
屋
鹿

訪

広報かのや　
人口と世帯数
平成 21 年 12 月１日現在

対前月比
総　数 104,947 人　（＋ 29）
男 49,740 人　（＋ 10）
女 55,207 人　（＋ 19）
世帯数 45,190 世帯（＋ 19）

面　積　448.33 ㎢

市の花「ばら」

　

含
粒
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、
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こ
こ
に
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仁
王
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や
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地
蔵
塔
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観
音
像
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蔵
像
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ど
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造
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月
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旧
鹿
屋
市
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指
定
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な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
仁
王
像
は
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
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っ

て
お
り
、
今
に
も
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れ
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で
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屋
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す
る
も
の
で
す
。
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鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～

 　　　　　　概ね16時５分～

 ●放 送 日＝毎週月曜日から

 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

南町

㊥大園　知
と も か

佳ちゃん（4 歳）

㊧　　     佳
け い す け

昌くん（2 歳） 

㊨　　     明
あ い

依ちゃん（6 か月） 
輝北町市成

子供達の笑顔が私達の元気の源で
す。これからも 3 人仲良く元気に大
きくなってね !（父母）

南小学校
至  大姶良

至  田崎

至  吾平

大姶良川

清水川

含粒寺

迫田　ヱダさん（100 歳） 　　 星塚町
息子さんたちと敬愛園の皆さんに
よる 100 歳の誕生会が行われ、た
くさんの花に囲まれて楽しいひと
ときを過ごされました。

　浜田町で、冬の風物詩「大
根寒干し」の生産が、最盛期
を迎えています。
　木と竹で組まれた高さ約６
m のやぐらに大根を２本１組
にして掛ける「はざかけ」作
業は、昨年 12 月から始まり１
月まで行われています。干さ
れた大根は 10 日程で乾燥し、
その後、漬物用として出荷さ
れます。漬物として店頭に並
ぶのは２月下旬頃からです。
　長いところで、100m にも
およぶやぐらに、寒干し大根
が並ぶ様子は壮観です。
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片平　惟
ゆ い

斗
と

くん（１歳） 　　  川西町
いっぱい食べて大きくなってね。

（父と母より）

渡邉　あやめちゃん（6 か月） 
寿８丁目

水無月に咲くアヤメのように美し
く、賑やかに、スクスク育って、
ママと駆けっこしましょうね。


